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tsushi

仁
藤
敦
史

は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
銭
貨
鋳
造
官
司
の
変
遷
を
主
と
し
て
『
類
聚
三
代
格
』
に
お
け
る
格
の

分
析
に
よ
り
解
明
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
具
体
的
に
銭
貨
の
鋳
造
を
律
令
官
制

に
お
い
て
担
当
し
た
の
は
、『
和
名
抄
』
に
は
「
樹
漸
乃
司
（
じ
ゅ
ぜ
ん
の
つ
か
さ
）」

と
訓
ま
れ
る
「
鋳
銭
司
」
で
あ
っ
た
が
、
令
に
明
文
規
定
は
存
在
せ
ず
、
令
外
官
と

し
て
臨
時
的
に
編
成
さ
れ
た
）
1
（

。
鋳
銭
司
は
太
政
官
に
直
属
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
）
2
（

。
鋳
銭
司
以
外
に
も
、
催
鋳
造
司
、
鋳
銭
寮
、
鋳
造
使
、
鋳
銭
所
な
ど
の
名
称
が

確
認
さ
れ
、
京
内
以
外
に
も
近
江
・
河
内
・
山
城
（
岡
田
・
葛
野
）・
大
和
（
登
美
・

田
原
）・
播
磨
・
長
門
・
周
防
・
大
宰
府
な
ど
の
地
域
で
鋳
造
が
な
さ
れ
た
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
3
（

。
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
整
合
的
に
理
解
す
る
か
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
に
論
争
が
あ
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
栄
原
永
遠
男
説
が
有
力
視
さ
れ
て
お

り
、
基
本
的
に
継
承
し
た
い
が
、
意
見
を
異
に
す
る
部
分
や
論
じ
残
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
点
も
あ
る
の
で
。
以
下
で
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
）
4
（

。

研
究
ノ
ー
ト

官
制
か
ら
み
た
銭
貨
鋳
造
官
司
の
変
遷
に
つ
い
て

一
、奈
良
時
代
前
期
の
銭
貨
鋳
造
官
司

　
ま
ず
鋳
銭
司
の
初
見
は
持
統
八
年
の
三
名
の
官
人
任
命
記
事
で
あ
る
。

01
『
日
本
書
紀
』
持
統
八
年
三
月
乙
酉
条

以
二
直
広
肆
大
宅
朝
臣
麻
呂
・
勤
大
弐
台
忌
寸
八
嶋
・
黄
書
連
本
実
等
一
拝
二

鋳
銭
司
一。

　
以
後
、
断
続
的
に
記
事
が
見
え
、
平
安
時
代
後
期
ま
で
存
続
し
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
。
こ
こ
で
は
、長
官
・
次
官
の
区
別
な
く
三
名
が
連
記
さ
れ
て
い
る
。
直
広
肆（
従

五
位
下
相
当
）
の
大
宅
朝
臣
麻
呂
は
長
官
ク
ラ
ス
、
三
ラ
ン
ク
下
の
勤
大
弐
（
正
六

位
下
相
当
）
で
あ
る
台
忌
寸
八
嶋
・
黄
書
連
本
実
は
い
ず
れ
も
次
官
ク
ラ
ス
と
推
定

さ
れ
る
。し
か
し
な
が
ら
、苑
地
を
管
理
し
た
園
池
司
が
、古
く
は「
薗
職
」「
薗
官
」「
薗

司
」
な
ど
と
書
か
れ
た
こ
と
か
ら
類
推
す
れ
ば
）
5
（

、「
鋳
銭
司
」
は
「
ツ
カ
サ
」
と
読
み
、

官
司
名
で
あ
る
と
と
も
に
官
職
名
で
も
あ
り
、
官
司
間
の
階
等
的
秩
序
や
官
司
内
の
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官
人
序
列
が
未
分
化
な
段
階
で
、
浄
御
原
令
官
制
に
お
い
て
は
明
瞭
な
差
等
が
官
司

に
お
い
て
も
官
人
序
列
に
お
い
て
も
明
瞭
で
な
い
段
階
で
あ
っ
た
と
位
置
付
け
ら
れ

る
。
三
人
は
い
ず
れ
も
「
鋳
銭
官
」
と
称
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
次
官
ク
ラ

ス
の
台
忌
寸
八
嶋
・
黄
書
連
本
実
は
渡
来
系
の
技
術
者
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
と

り
わ
け
黄
書
連
本
実
は
、
遣
唐
使
と
し
て
渡
唐
経
験
が
あ
り
、
土
木
・
建
築
用
の
水

準
器
（
水

）
を
献
上
し
て
い
る
）
6
（

。
画
師
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
貨
幣
の

大
き
さ
・
厚
さ
を
決
め
た
り
、
文
字
デ
ザ
イ
ン
の
下
絵
な
ど
を
担
当
し
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。

　
大
宝
令
直
前
の
文
武
三
年
に
は
、
始
め
て
鋳
銭
司
を
置
き
、
前
任
の
大
宅
朝
臣
麻

呂
よ
り
、
一
ラ
ン
ク
高
い
直
大
肆
（
従
五
位
上
相
当
）
の
中
臣
朝
臣
意
美
麻
呂
が
長

官
と
な
っ
て
い
る
。「
始
置
」と
あ
る
こ
と
、長
官
の
任
命
な
ど
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、

官
人
序
列
に
お
い
て
は
律
令
制
的
な
官
司
に
近
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

02
『
続
日
本
紀
』
文
武
三
年
十
二
月
庚
子
条

始
置
二
鋳
銭
司
一。  

以
二
直
大
肆
中
臣
朝
臣
意
美
麻
呂
一
為
二
長
官
一。

　
つ
ぎ
に
見
え
る
の
は
催
鋳
銭
司
を
置
き
、
従
五
位
上
の
多
治
比
真
人
三
宅
麻
呂
を

長
官
に
任
命
し
た
記
事
で
あ
る
。
そ
の
官
司
の
内
実
は
不
明
で
あ
る
が
、
鋳
銭
司
長

官
の
官
位
相
当
が
直
大
肆
（
従
五
位
上
相
当
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
そ

の
上
位
に
新
た
に
置
か
れ
た
と
す
る
よ
り
は
、
改
組
し
た
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当

で
は
な
い
か
。

03
『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
二
月
甲
戌
条

　
始
置
二
催
鋳
銭
司
一。  

以
二
従
五
位
上
多
治
比
真
人
三
宅
麻
呂
一
任
レ
之
。

　
和
銅
期
に
は
、
大
宰
府
や
諸
国
に
銅
銭
を
鋳
造
さ
せ
、
献
上
さ
せ
て
い
る
こ
と
か

ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
諸
国
の
鋳
銭
を
指
導
監
督
す
る
役
割
を
中
央
の
鋳
銭
司
に
付
加

し
、
名
称
を
変
更
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

04
『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
七
月
丙
辰
条

　
令
三
近
江
国
鋳
二
銅
銭
一。

05
『
続
日
本
紀
』
和
銅
三
年
正
月
丙
寅
条

　
大
宰
府
献
二
銅
銭
一。

06
『
続
日
本
紀
』
和
銅
三
年
正
月
戊
寅
条

　
播
磨
国
献
二
銅
銭
一。

　
お
そ
ら
く
、
諸
国
に
は
国
名
を
付
加
し
た
鋳
銭
司
が
存
在
し
、
そ
れ
と
区
別
す
る

意
味
で
「
催
」
の
文
字
が
付
加
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
問
題
と
な
る

の
は
諸
国
に
置
か
れ
た
鋳
銭
司
の
一
つ
で
あ
る
「
河
内
鋳
銭
司
」
の
位
置
付
け
で
あ

る
。07

『
続
日
本
紀
』
和
銅
二
年
八
月
乙
酉
条

廃
二
銀
銭
一。  

一
行
二
銅
銭
一。  

太
政
官
処
分
、
河
内
鋳
銭
司
官
属
、
賜
禄
・
考
選
、

一
准
レ
寮
焉
。

　
銀
銭
の
廃
止
に
連
動
し
て
、
銅
銭
の
増
産
が
急
務
で
あ
っ
た
ら
し
く
、「
准
寮
」

と
い
う
格
上
げ
が
な
さ
れ
て
い
る
。
河
内
守
は
石
川
年
足
が
和
銅
元
年
に
従
五
位
上

で
任
じ
ら
れ
（『
続
日
本
紀
』
和
銅
元
年
三
月
乙
未
条
）、『
延
喜
式
』
で
も
「
大
国
」

と
さ
れ
、
守
は
「
従
五
位
上
」
が
相
当
位
で
あ
る
。「
准
寮
」
と
さ
れ
た
河
内
鋳
銭

司
の
長
官
は
、
大
寮
な
ら
ば
従
五
位
上
、
小
寮
な
ら
ば
従
五
位
下
で
あ
る
。
河
内
国

守
と
河
内
鋳
銭
司
長
官
が
同
格
で
、
さ
ら
に
催
鋳
銭
司
長
官
と
も
同
格
と
な
っ
て
し

ま
う
。

国立歴史民俗博物館研究報告
第 210集　2018年 3月



263

　
　
催
鋳
銭
司
長
官 

―
従
五
位
上

　
　
河
内
国
守 

―
従
五
位
上

　
　
河
内
鋳
銭
司
長
官 

―
従
五
位
上
（
小
寮
な
ら
ば
従
五
位
下
だ
が
、
大
寮
の
可

能
性
が
高
い
と
考
え
る
）

　
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
問
題
と
な
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
後
の
長
門

国
司
が
鋳
銭
使
に
改
組
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
参
考
と
す
る
な
ら
ば
）
7
（

、
河
内
国
司
が
河

内
鋳
銭
司
に
改
組
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
）
8
（

。
ち
な
み
に
、
鋳
銭
司
長
官
の

叙
位
は
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
六
月
壬
辰
条
に
よ
れ
ば
摂
津
大
夫
と
三
河
守

の
間
に
位
置
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に
地
方
官
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
他
の
任
官
記
事
も
位
階
順
の
場
合
も
あ
る
が
お
お
む
ね
京
官
と

国
司
の
間
に
位
置
す
る
）、
京
内
の
中
央
官
司
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　
さ
ら
に
、和
銅
元
年
に
「
催
鋳
銭
司
長
官
」
で
あ
っ
た
多
治
比
真
人
三
宅
麻
呂
は
、

養
老
三
年
に
河
内
国
摂
官
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
な
ら
ば
）
9
（

、
和
銅
年
間
に

石
川
年
足
以
後
の
河
内
守
（
あ
る
い
は
催
鋳
銭
司
長
官
と
し
て
河
内
国
を
帯
国
）
で

あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
）
10
（

。

　
　
和
銅
元
年
二
月
―
催
鋳
銭
司
長
官
多
治
比
三
宅
麻
呂

　
　
和
銅
元
年
三
月
―
河
内
守
石
川
年
足

　
　
和
銅
二
年
八
月
―
河
内
鋳
銭
司
准
寮

　

　
催
鋳
銭
司
は
河
内
鋳
銭
司
と
同
格
の
官
司
と
し
て
京
内
に
別
個
に
存
在
し
た
と
す

る
よ
り
は
、
河
内
鋳
銭
司
を
拠
点
に
諸
国
の
鋳
銭
司
を
監
督
し
て
い
た
可
能
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
（
た
だ
し
三
宅
麻
呂
は
和
銅
四
年
に
は
正
五
位
下
と
な
っ
て
い
る
）。

少
な
く
と
も
栄
原
説
の
よ
う
に
催
鋳
銭
司
と
河
内
鋳
銭
司
が
独
立
的
な
別
組
織
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
）
11
（

、
同
格
の
官
司
が
監
督
下
に
あ
る
と
い
う
官
司
制
的
な
矛
盾
は
解

消
さ
れ
な
い
。
摂
津
職
が
津
国
を
帯
す
る
こ
と
や
、
大
宰
府
が
筑
前
国
を
帯
す
る
と

い
う
職
員
令
の
規
定
を
参
照
す
る
な
ら
ば
）
12
（

、
河
内
鋳
銭
司
が
「
准
寮
」
に
よ
り
河
内

国
司
と
同
格
と
な
っ
た
和
銅
二
年
以
降
は
、
本
来
別
組
織
で
あ
る
催
鋳
銭
司
が
河
内

国
（
河
内
鋳
銭
司
）
を
帯
す
る
と
い
う
想
定
は
可
能
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
問
題

［官制からみた銭貨鋳造官司の変遷について］……仁藤敦史

提
起
と
し
て
こ
う
し
た
仮
説
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　
催
鋳
銭
司
お
よ
び
河
内
鋳
銭
司
の
名
称
は
そ
の
後
、
史
料
か
ら
は
記
載
が
な
く
な

り
、
鋳
銭
寮
の
名
称
が
神
亀
年
間
に
出
現
す
る
。

08
神
亀
三
年
「
山
背
国
愛
宕
郡
出
雲
郷
雲
下
里
計
帳
）
13
（

」

　「
鋳
銭
寮
使
部
」・「
鋳
銭
寮
史
生
（
民
領
）」

　
こ
の「
鋳
銭
寮
」に
つ
い
て
は
、そ
の
前
身
と
し
て「
河
内
鋳
銭
司
」あ
る
い
は「
催

鋳
銭
司
」が
想
定
さ
れ
て
い
る
）
14
（

。少
な
く
と
も
和
銅
期
の「
催
鋳
銭
司
―
河
内
鋳
銭
司
」

と
い
う
体
制
は
放
棄
さ
れ
、
河
内
の
「
鋳
銭
寮
」
単
体
が
、
諸
国
の
鋳
銭
司
を
統
括

す
る
体
制
に
転
換
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
准
寮
と
さ
れ
た
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
「
河

内
鋳
銭
司
」
が
改
組
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
諸
国
の
鋳
銭
司
を
統
括
す
る
と

い
う
意
味
で
は
「
催
鋳
銭
司
」
が
転
換
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
私
見
で
は
河
内
国

に
所
在
し
た
「
催
鋳
銭
司
―
河
内
鋳
銭
司
」
は
令
前
の
「
大
宰
総
領
」
の
よ
う
に
実

質
的
に
は
同
一
組
織
が
二
つ
の
役
割
（
全
国
鋳
銭
司
の
監
督
と
河
内
国
で
の
鋳
銭
事

業
）
を
遂
行
し
て
い
た
た
め
、
二
つ
の
名
称
が
使
い
分
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
）
15
（

、
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
の
立
場
を
と
る
。
お
そ
ら
く
、
機
能
と

し
て
は
全
国
鋳
銭
司
の
監
督
と
い
う
「
催
鋳
銭
司
」
の
役
割
と
河
内
国
に
お
け
る
鋳

銭
組
織
た
る
「
河
内
国
司
＝
河
内
鋳
銭
司
」
の
役
割
を
よ
り
一
体
化
し
て
「
鋳
銭
寮
」

に
改
組
し
た
と
想
定
さ
れ
る
。「
鋳
銭
寮
」
の
名
称
は
、「
催
鋳
銭
司
―
河
内
鋳
銭
司
」

が
、
す
で
に
大
寮
相
当
の
規
模
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
諸
国
鋳
銭
司
と
の
上
下
関
係

を
明
確
化
す
る
た
め
に
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
巨
大
な
機
構
で
あ
っ
た
と
し
て

も
令
外
官
な
の
で
省
・
寮
・
司
の
区
分
に
当
て
は
ま
ら
な
い
造
東
大
寺
司
の
よ
う
な

事
例
と
し
て
鋳
銭
司
は
位
置
付
け
ら
れ
る
）。

　
同
時
期
に
お
け
る
諸
国
の
鋳
銭
司
の
実
例
と
し
て
は
、
天
平
期
に
見
え
る
「
長
門

鋳
銭
司
」
が
あ
る
。
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09
『
続
日
本
紀
』
天
平
二
年
三
月
丁
酉
条

周
防
国
熊
毛
郡
牛
嶋
西
汀
、
吉
敷
郡
達
理
山
所
レ
出
銅
、
試
二
加
冶
練
一、  

並
堪

レ
為
レ
用
。
便
令
二
当
国
採
冶
一、  

以
充
二
長
門
鋳
銭
一。

10
天
平
四
年
以
前
「
播
磨
国
郡
稲
帳
）
16
（

」

「
鋳
銭
司
史
生
」「
鋳
銭
司
主
典
」「
鋳
銭
司
民
領
」「
鋳
銭
司
民
領
」「
鋳
銭
司
判
官
」

「
鋳
銭
司
□
」

　
史
料
09
の
「
長
門
鋳
銭
」
お
よ
び
史
料
10
の
「
鋳
銭
司
」
は
い
ず
れ
も
長
門
国
の

鋳
銭
司
の
組
織
を
示
す
と
す
る
栄
原
説
に
従
う
な
ら
ば
、「
鋳
銭
寮
（
河
内
）
―
鋳

銭
司（
長
門
）」
と
い
う
体
制
が
こ
の
時
期
に
は
確
認
さ
れ
る
）
17
（

。

二
、
奈
良
時
代
後
期
の
銭
貨
鋳
造
官
司
　

　
以
後
、「
鋳
銭
寮
」
の
名
称
は
見
え
な
く
な
り
、
奈
良
時
代
後
半
に
は
再
び
鋳
銭

司
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
の
鋳
銭
司
は
、
天
平
七
年
に
設
置
記
事
が
あ

り
、
延
暦
元
年
ま
で
存
続
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

11
『
続
日
本
紀
』
天
平
七
年
閏
十
一
月
庚
子
条

　
更
置
二
鋳
銭
司
一。

12
『
続
日
本
紀
』
延
暦
元
（
天
応
二
）
年
四
月
癸
亥
是
日
条

詔
曰
、
朕
君
二
臨
区
宇
一、  

撫
二
育
生
民
一、  

公
私
彫
弊
、
情
実
憂
之
。
方
欲
下

屏
二
此
興
作
一、  

務
二
茲
稼
穡
一、  

政
遵
二
倹
約
一、  

財
盈
中
倉
廩
上。  

今
者
、
宮
室

堪
レ
居
、服
翫
足
レ
用
。
仏
廟
云
畢
、銭
価
既
賎
。
宜
下
且
罷
二
造
宮
・
勅
旨
二
省
、

法
花
・
鋳
銭
両
司
一、  

以
充
二
府
庫
之
宝
一、  

以
崇
中
簡
易
之
化
上。  

但
造
宮
・
勅

旨
雜
色
匠
手
、
隨
二
其
才
幹
一、  

隷
二
於
木
工
・
内
蔵
等
寮
一。  

余
者
各
配
二
本

司
一。

　
具
体
的
に
こ
の
時
の
鋳
銭
司
が
ど
こ
に
置
か
れ
た
を
示
す
具
体
的
な
史
料
は
存
在

し
な
い
が
、「
更
に
置
く
」
と
の
表
現
に
よ
れ
ば
、
既
存
の
鋳
銭
司
に
加
え
て
新
た

に
も
う
一
つ
の
鋳
銭
司
を
新
置
し
た
と
解
釈
で
き
る
。
史
料
に
欠
落
が
な
い
と
す
れ

ば
既
存
の
「（
河
内
）
鋳
銭
司
（
寮
）」
に
加
え
て
、新
た
に
別
な
地
域
に
「
鋳
銭
司
」

を
置
い
た
こ
と
に
な
る
。
畿
内
に
お
け
る
新
た
な
「
鋳
銭
司
」
の
設
置
に
よ
り
、「
催

鋳
銭
司
」
と
し
て
の
河
内
鋳
銭
司
の
優
位
性
は
相
対
的
に
低
下
し
、
河
内
守
と
の
兼

任
も
解
消
さ
れ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
延
暦
元
年
に「
鋳
銭
寮
」で
は
な
く
旧
来
の「（
河

内
）
鋳
銭
司
」
を
廃
止
し
た
と
す
る
の
は
こ
う
し
た
関
係
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

　「
更
置
」
さ
れ
た
新
た
な
鋳
銭
司
の
候
補
と
し
て
は
「
田
原
鋳
銭
（
司
）」
が
考
え

ら
れ
る
）
18
（

。
奈
良
時
代
前
期
に
見
え
た
「
河
内
鋳
銭
司
」
は
当
該
期
に
は
そ
の
存
在
が

確
認
さ
れ
な
い
が
、
天
平
七
年
の
設
置
記
事
か
ら
廃
止
の
延
暦
元
年
ま
で
間
に
は
、

新
た
に
「
登
美
銭
司
村
」
や
「
田
原
鋳
銭
（
司
）」
の
名
称
が
出
現
す
る
。

13
天
平
宝
字
五
年
「
造
金
堂
所
解
）
19
（

」

　「
登
美
銭
司
村
」

14
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
元
年
十
二
月
乙
酉
条

　
従
五
位
上
阿
倍
朝
臣
三
県
為
二
田
原
鋳
銭
長
官
一。  

刑
部
大
輔
如
レ
故
。

15
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
二
年
五
月
甲
子
条

授
二
鋳
銭
長
官
従
五
位
下
阿
倍
朝
臣
清
成
従
五
位
上
、
次
官
正
六
位
上
多
治
比

真
人
乙
安
従
五
位
下
一、  

以
二
勤
公
一
也
。

16
『
続
日
本
紀
』
神
護
景
雲
三
年
三
月
戊
寅
条

　
右
中
弁
従
五
位
上
阿
倍
朝
臣
清
成
為
二
兼
田
原
鋳
銭
長
官
一。
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神
護
景
雲
元
年
に
阿
倍
朝
臣
三
県
は
「
田
原
鋳
銭
長
官
」
に
任
命
さ
れ
、
同
二
年

に
は
「
鋳
銭
長
官
」
阿
倍
朝
臣
清
成
、次
官
多
治
比
真
人
乙
安
の
叙
位
記
事
が
あ
り
、

同
三
年
に
は
阿
倍
朝
臣
清
成
が
「
田
原
鋳
銭
長
官
」
の
兼
任
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
記
事
か
ら
鋳
銭
司
と
田
原
鋳
銭
司
が
別
組
織
で
、
こ
の
時
期
に
併
存
し
た
こ
と
が

す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
20
（

。
ま
た
、「
登
美
銭
司
村
」
に
つ
い
て
は
、「
田
原
鋳
銭
司
」

と
近
接
す
る
生
駒
地
域
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
連
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
21
（

。

　
河
内
と
田
原
に
鋳
銭
司
が
併
存
し
た
可
能
性
が
高
い
と
す
れ
ば
、
史
生
定
員
を
増

員
し
た
天
平
九
年
の
記
事
は
極
め
て
注
目
さ
れ
る
。

17
『
続
日
本
紀
』
天
平
九
年
十
一
月
甲
戌
条

　
加
二
置
鋳
銭
司
史
生
六
員
一。  
通
レ
前
十
六
員
。

　
こ
こ
で
は
、
史
生
の
定
員
が
十
員
か
ら
十
六
員
に
増
員
さ
れ
て
い
る
。
通
常
の
史

生
定
員
は
、
二
官
八
省
ク
ラ
ス
の
上
級
官
司
に
お
い
て
は
、
十
名
以
上
の
定
員
を
有

す
る
が
、
寮
司
の
レ
ベ
ル
で
は
令
規
定
に
は
存
在
せ
ず
、
わ
ず
か
に
延
喜
式
制
に
お

い
て
主
計
寮
・
木
工
寮
が
十
名
規
模
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
鋳
銭
司
が
天

平
期
に
十
員
か
ら
十
六
員
に
増
員
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
異
例
の
多
さ
で
あ
り
、
単
一

の
官
司
の
定
員
と
す
る
よ
り
も
、
河
内
と
田
原
に
鋳
銭
司
が
併
存
し
た
期
間
と
す
れ

ば
二
官
司
分
の
定
員
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
）
22
（

。「
更
に
置
く
」
と

表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、
既
存
の
「（
河
内
）
鋳
銭
司
（
寮
）」

に
加
え
て
、
さ
ら
に
田
原
鋳
銭
司
を
置
い
た
と
解
釈
で
き
る
。
天
平
七
年
の
河
内
・

田
原
の
二
司
体
制
へ
の
移
行
と
連
動
し
て
、
天
平
九
年
に
史
生
が
二
司
分
の
十
六
員

に
増
員
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
後
の
史
生
定
員
の
変
遷
を
考
慮
し
た
場
合
に
も
妥
当

性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
類
聚
三
代
格
』
延
暦
十
七
年
十
二
月
二
十
日
官
符
（
史

料
27
後
掲
）
に
よ
れ
ば
、
史
生
定
員
が
現
員
八
員
か
ら
二
員
を
加
え
て
十
員
に
増
員

さ
れ
て
い
る
が
、
延
暦
十
七
年
当
時
の
現
員
八
員
は
天
平
九
年
の
増
員
さ
れ
た
定
員

［官制からみた銭貨鋳造官司の変遷について］……仁藤敦史

十
六
員
と
齟
齬
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
八
名
定
員
の
二
官
司
分
で
十
六
員
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、

河
内
鋳
銭
司
の
八
員
と
田
原
鋳
銭
司
八
員
、す
な
わ
ち
合
計
十
六
員
が
定
員
で
あ
り
、

河
内
・
田
原
鋳
銭
司
の
二
司
体
制
が
、
延
暦
元
年
ま
で
に
一
旦
廃
止
さ
れ
、
同
九
年

に
再
置
（
お
そ
ら
く
は
山
城
国
岡
田
に
設
置
）
さ
れ
た
段
階
で
は
一
司
分
の
定
員
八

員
が
延
暦
十
七
年
当
時
の
現
員
八
員
と
し
て
継
承
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
史

料
の
欠
落
を
想
定
し
な
く
て
も
、
天
平
九
年
の
十
六
員
定
員
は
八
員
定
員
の
二
官
司

分
で
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
以
後
の
延
暦
十
七
年
当
時
の
現
員
八
員
に
無
理
な

く
連
続
す
る
。河
内
鋳
銭
司
が
単
に
鋳
銭
司
と
さ
れ
る
の
は
先
行
す
る
官
司
で
、か
っ

て
催
鋳
銭
司
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。
　
ち
な
み
に
、
史
料
15

の
鋳
銭
長
官
・
次
官
が
河
内
鋳
銭
司
の
系
譜
を
引
く
と
す
れ
ば
、
ど
の
レ
ベ
ル
の
官

司
で
あ
っ
た
か
は
、
官
位
相
当
に
よ
り
検
討
が
可
能
で
あ
る
。

　
　
鋳
銭
司
―
長
官
・
従
五
位
下
↓
従
五
位
上
、
次
官
・
正
六
位
上
↓
従
五
位
下

　
　
大
寮
　
―
頭
・
従
五
位
上
、
助
・
正
六
位
下

　
　
小
寮
　
―
頭
・
従
五
位
下
、
助
・
従
六
位
上

　
と
り
わ
け
次
官
の
官
位
相
当
が
高
い
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
大
寮
相
当
の
官

司
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

三
、
平
安
初
期
の
銭
貨
鋳
造
官
司　

　
延
暦
元
年
に
廃
止
さ
れ
た
鋳
銭
司
は
、
同
九
年
に
再
置
さ
れ
、
弘
仁
七
年
ま
で
存

続
す
る
。

18
『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
十
月
甲
午
条

　
　
復
置
二
鋳
銭
司
一。

19
『
日
本
後
紀
』
逸
文
（『
類
聚
国
史
』
巻
百
七
鋳
銭
司
・『
日
本
紀
略
』）
弘
仁

七
年
七
月
戊
寅
条
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廃
二
鋳
銭
司
一。

　
天
長
四
年
の
官
符
に
よ
れ
ば
、
周
防
国
に
所
在
し
た
鋳
銭
司
は
か
っ
て
「
右
得
二

鋳
銭
司
解
一

、
検
二
案
内
一、  

此
司
在
二
岡
田
一
之
日
）
23
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
山
城
国

岡
田
に
所
在
し
た
鋳
銭
司
を
継
承
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
可
能
性
と
し
て
は
こ
の

山
城
国
岡
田
の
鋳
銭
司
が
ま
ず
は
大
き
な
候
補
と
な
る
。
こ
の
山
城
国
岡
田
の
鋳
銭

司
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
関
連
史
料
が
見
え
る
。

20
『
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
九
月
二
六
日
甲
辰
条

　
勅
二
木
工
寮
一、  
採
二
銅
於
山
城
国
相
楽
郡
岡
田
郷
旧
鋳
銭
司
山
一。

21
『
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
十
一
月
廿
六
日
癸
卯
条

　
勅
以
二
山
城
国
相
楽
郡
旧
鋳
銭
司
地
廿
余
町
一、  

為
二
採
銅
之
地
一。

22
『
三
代
実
録
』
貞
観
九
年
六
月
丙
子
条

勅
、
山
城
国
相
楽
郡
旧
鋳
銭
司
地
廿
町
、
貞
観
七
年
為
二
採
銅
地
一。  

今
返
二
賜

左
大
臣
源
朝
臣
信
一。  

但
採
レ
銅
之
事
依
レ
旧
行
レ
之
。

23
『
三
代
実
録
』
貞
観
十
一
年
七
月
十
日
丙
寅
条

以
二
前
筑
後
守
従
五
位
下
清
原
真
人
真
貞
一。  

為
二
採
山
城
国
岡
田
山
銅
使
一。  

判
官
一
人
。
主
典
一
人
。

24
『
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
六
月
丁
丑
朔
条

　
勅
停
二
廃
採
山
城
国
岡
田
銅
使
一。  

其
屋
舎
什
器
、
付
レ
国
令
二
守
護
一。

25
『
三
代
実
録
』
元
慶
五
年
八
月
廿
日
丙
申
条

去
六
月
、
停
下
採
二
山
城
国
岡
田
銅
一
事
。
採
銅
使
正
六
位
上
巨
勢
朝
臣
文
主
、

返
二
進
伊
賀
国
庸
米
三
百
八
十
斛
七
斗
五
升
五
合
一。  

以
二
伊
賀
国
庸
米
一、 

充
二

採
銅
之
資
粮
一
故
也
。

　
貞
観
期
に
は
山
城
国
相
楽
郡
岡
田
郷
に
「
旧
鋳
銭
司
山
」
が
存
在
し
た
と
あ
り
、

旧
鋳
銭
司
周
辺
の
二
十
余
町
は
、
銭
鋳
造
の
原
料
た
る
銅
の
採
掘
地
で
あ
っ
た
が
、

元
慶
五
年
ま
で
の
比
較
的
短
期
間
で
廃
止
さ
れ
て
い
る
）
24
（

。こ
の
岡
田
に
所
在
し
た「
旧

鋳
銭
司
」
は
天
長
四
年
以
前
に
さ
か
の
ぼ
り
、
周
防
国
鋳
銭
司
は
弘
仁
九
年
に
設
置

さ
れ
天
長
二
年
に
廃
止
さ
れ
た
「
長
門
鋳
銭
使
」
を
継
承
し
た
も
の
で
）
25
（

、
長
門
鋳
銭

使
の
官
位
は
「
廃
鋳
銭
司
」
に
準
拠
し
た
と
あ
る
こ
と
に
よ
れ
ば
、
具
体
的
に
は
弘

仁
九
年
以
前
、
す
な
わ
ち
延
暦
九
年
に
設
置
記
事
が
あ
り
、
弘
仁
七
年
ま
で
存
続
し

た
鋳
銭
司
が
山
城
国
岡
田
の
鋳
銭
司
に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
）
26
（

。

　
こ
の
間
、
鋳
銭
司
史
生
の
定
員
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
弘
仁
七
年
に

鋳
銭
司
は
廃
止
さ
れ
て
お
り
（
史
料
19
）、「
弘
仁
格
」
施
行
段
階
に
お
い
て
、
す
で

に
廃
止
さ
れ
た
は
ず
の
鋳
銭
司
が
規
定
さ
れ
て
い
る
の
は
一
見
す
る
と
不
自
然
で
あ

る
。26

『
弘
仁
格
抄
』
上

　
格
巻
二

58
〔
式
上
42
〕
鋳
銭
司
史
生
拾
員
〈
見
任
八
員
、
今
二
加
二
員
一
〉

延
暦
十
七
年
十
二
月
廿
日

27
『
類
聚
三
代
格
』
巻
四

　
延
暦
十
七
年
十
二
月
二
十
日
官
符

　
太
政
官
符

　
　
鋳
銭
司
史
生
十
員
事
〈
見
任
八
員

　
入
二
加
二
員
一
〉

　
右
被
二
右
大
臣
宣
一
稱
、
奉

　
レ
勅
、
依
二
件
員
一
補
レ
之
、

　
　
　
　
延
暦
十
七
年
十
二
月
廿
日

28
狩
野
本
『
類
聚
三
代
格
』
巻
四

　
延
暦
十
七
年
十
二
月
二
十
日
官
符
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延
暦
十
七
　
十
二
　
廿
　
鋳
銭
司
史
生
十
員
事
〈
見
任
八
員
、
入
加
二
員
〉、

官
符
、
右
大
臣
宣
、

29
『
類
聚
国
史
』
巻
百
七
　
延
暦
十
七
年
十
二
月
乙
未
条

　
加
二
鋳
銭
司
史
生
二
員
一。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
弘
仁
格
」
で
は
式
部
格
に
お
い
て
、
鋳
銭
司
史
生
の
定
員
規

定
に
続
け
て
弘
仁
九
年
に
新
置
さ
れ
た
長
門
鋳
銭
使
の
定
員
規
定
が
あ
り
、
官
位
相

当
は
「
廃
鋳
銭
司
」
に
準
拠
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
官
司
の
継
承
と
い
う

点
で
は
、
後
の
「
鋳
銭
使
」
は
す
で
に
廃
止
さ
れ
た
「
鋳
銭
司
」
を
引
き
継
い
で
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

30
『
弘
仁
格
抄
』
上
　
格
巻
二）27
（

　
59
〔
式
上
43
〕
定
二
新
置
鋳
銭
使
官
員
一
事
　
　
　
　 

弘
仁
九
年
四
月
十
五
日

31
『
類
聚
三
代
格
』
巻
四

　
弘
仁
九
年
四
月
十
五
日
官
符

　
太
政
官
符

　
　
定
二
新
置
鋳
銭
使
官
員
一
事

　
　
　
長
官
一
人

　
次
官
一
人

　
判
官
二
人

　
主
典
三
人

　
　
　
鋳
銭
師
二
員

　
造
銭
形
師
一
員

　
史
生
五
員

右
、
中
納
言
兼
左
近
衛
大
将
従
三
位
行
春
宮
大
夫
陸
奥
出
羽
按
察
使
藤
原
朝
臣

冬
嗣
宣
、
奉

　
レ
勅
、
如
レ
右
、
其
官
位
者
、
相
二
准
廃
鋳
銭
司
一、  

秩
限
者
、

一
同
二
国
司
之
法
一、

　
　
　
　
弘
仁
九
年
四
月
十
五
日

32
狩
野
本
『
類
聚
三
代
格
』
巻
四

　
弘
仁
九
年
四
月
十
五
日
官
符

　
太
政
官
符

　
定
新
置
鋳
銭
使
官
員
事

［官制からみた銭貨鋳造官司の変遷について］……仁藤敦史

　
　
長
官
一
人
、
次
官
一
人
、
判
官
二
人
　
主
典
三
人
、
鋳
銭
師
二
員
、
造
銭
形

　
師
一
員
、
史
生
五
員
、

右
、
中
納
言
兼
左
近
衛
大
将
従
三
位
行
春
宮
大
夫
陸
奥
出
羽
按
察
使
藤
原
朝
臣

冬
嗣
宣
、
奉
　
レ
勅
、
如
レ
右
、
其
官
位
者
、
相
二
准
鋳
銭
司
一、  

秩
限
者
、
一

同
二
国
司
之
法
一、

　
　
　
　
弘
仁
九
年
四
月
十
五
日

33
『
類
聚
国
史
』
巻
百
七
・
弘
仁
九
年
三
月
庚
寅
条

改
二
長
門
国
司
一、  

為
二
鋳
銭
使
一、  

定
二
長
官
一
員
・
次
官
一
員
・
判
官
二
員
・

主
典
三
員
・
鋳
銭
師
二
員
・
造
銭
型
師
一
員
・
史
生
五
員
一、

　
◎
『
日
本
紀
略
』
も
同
文

　　
こ
の
後
に
も
鋳
銭
使
と
鋳
銭
司
の
関
係
を
直
接
示
す
史
料
が
存
在
す
る
。
す
な
わ

ち
、
鋳
銭
司
と
鋳
銭
使
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
八
木
充
氏
が
長
門
国
か
ら

周
防
国
へ
の
鋳
銭
官
司
の
移
動
を
示
す
史
料
を
指
摘
し
て
い
る
）
28
（

。

34
前
田
家
本
『
類
聚
三
代
格
』
断
簡

﹇
　
　
　
﹈
置
﹇

　
　
　
　
﹈
其
庁
事
者
、定
周
防
国
吉
敷
郡
﹇

　
　
　
　
　
　
﹈

被
二
右
大
臣
宣
一
稱
、
奉
レ
勅
、
宣
二
依
レ
件
廃
置
一。

　
さ
ら
に
栄
原
永
遠
男
氏
は
具
体
的
に
長
門
国
の
「
鋳
銭
司
」
の
廃
止
と
周
防
国
の

「
鋳
銭
司
」
設
置
を
示
す
史
料
と
し
て
以
下
の
史
料
を
紹
介
し
た
）
29
（

。

35
狩
野
本
『
類
聚
三
代
格
』
天
長
二
年
四
月
七
日
官
符

　
太
政
官
符

　
一

　
停
二
鋳
銭
使
一
事

　
　
右
、
依
二
太
政
官
弘
仁
九
年
三
月
七
日
符
一、  

停
二
長
門
国
司
一、  

新
置
二
鋳
銭
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使
一。令
レ
停
二
止
件
一、 

復
二
長
門
国
一
畢
。
宣
三
雑
務
一
事
已
上
、
惣
付
二
国
司
一。

　
一
　
置
二
銭
鋳
銭
司
一
事

　
右
、
依
二
前
例
一
所
レ
置
如
レ
件
。
其
庁
事
者
、
定
二
周
防
国
吉
敷
郡
宜
之
地
一。

　
以
前
、
被
二
左
大
臣
宣
一
稱
、
奉
レ
勅
、
宜
二
依
レ
件
廃
置
一。

　
　
　
天
長
二
年
四
月
七
日

　
こ
れ
に
よ
り
、
弘
仁
九
年
三
月
に
長
門
国
に
「
鋳
銭
使
」
が
設
置
さ
れ
、
天
長
二

年
四
月
に
は
長
門
国
「
鋳
銭
使
」
が
廃
止
さ
れ
、
連
動
し
て
周
防
国
に
鋳
銭
司
が
新

置
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
史
料
34
と
35
は
、
十
二
巻
本
『
類
聚
三
代
格
』
巻

四
、
廃
置
諸
司
事
に
掲
載
さ
れ
た
同
一
内
容
の
官
符
を
記
載
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
）
30
（

。

　
以
上
に
よ
れ
ば
、
平
安
初
期
に
お
け
る
鋳
銭
司
と
鋳
銭
使
の
関
係
は
、
以
下
の
よ

う
な
複
雑
な
変
遷
を
経
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
　
延
暦
九
年
か
ら
弘
仁
七
年
―
山
城
国
岡
田
「
鋳
銭
司
」

　
　
弘
仁
九
年
か
ら
天
長
二
年
―
長
門
国
「
鋳
銭
使
」

　
　
天
長
二
年
以
降
　
　
　
　
―
周
防
国
「
鋳
銭
司
」

　
こ
れ
ら
の
変
遷
に
つ
い
て
「
弘
仁
格
」
は
、

26
『
弘
仁
格
抄
』
上

　
格
巻
二
（
前
掲
）

　
　
58
〔
式
上
42
〕
鋳
銭
司
史
生
拾
員
〈
見
任
八
員
、
今
二
加
二
員
一
〉

　
　
延
暦
十
七
年
十
二
月
廿
日

30
『
弘
仁
格
抄
』
上

　
格
巻
二
（
前
掲
）

　
　
59
〔
式
上
43
〕
定
二
新
置
鋳
銭
使
官
員
一
事

　
　 

　
弘
仁
九
年
四
月
十
五
日

と
い
う
二
つ
の
格
を
配
置
し
、
天
長
二
年
以
降
の
周
防
国
「
鋳
銭
司
」
の
官
員
構
成

を
示
そ
う
と
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
）
31
（

。「
弘
仁
格
」
の
編
纂
は
、
天
長
期
の
制
度

的
変
更
を
弘
仁
十
年
以
前
の
格
に
反
映
さ
せ
て
配
列
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
は

弩
師
・
把
笏
・
修
理
職
な
ど
の
事
例
か
ら
す
で
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
）
32
（

。
お
そ
ら
く
、

こ
の
鋳
銭
司
の
事
例
も
そ
の
例
に
含
め
て
考
え
ら
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
史
料
35
の
天
長
二
年
四
月
七
日
官
符
（
お
よ
び
史
料
31
・
32
の
弘
仁

九
年
四
月
十
五
日
官
符
）
を
前
提
に
す
れ
ば
、

　
廃
鋳
銭
司（
山
城
）
↓
鋳
銭
使（
長
門
）
↓
鋳
銭
司（
周
防
）

と
い
う
官
制
上
の
連
続
性
は
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
天
長
二
年
以
降
の
周
防

国
「
鋳
銭
司
」
の
官
員
構
成
を
示
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
延
暦
九
年
設
置
の
鋳
銭
司

史
生
定
員
改
訂
〔
式
上
43
〕
と
弘
仁
九
年
の
鋳
銭
使
定
員
〔
式
上
43
〕
に
よ
り
、
天

長
二
年
以
降
の
鋳
銭
司
（
周
防
）
の
定
員
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
場
合
注
意
す
べ
き
は
史
生
の
定
員
で
、
延
暦
九
年
の
十
員
で
な
く
弘
仁
九
年

の
史
生
五
員
を
天
長
二
年
以
降
の
定
数
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
次
の
定
員

改
訂
で
あ
る
天
長
五
年
二
月
十
七
日
官
符
所
引
天
長
二
年
十
二
月
二
十
三
日
官
符
に

史
生
五
員
の
削
減
と
あ
る
記
載
と
は
整
合
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

36
『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
、
天
長
五
年
二
月
十
七
日
官
符

　
太
政
官
符

　
　
応
二
鋳
銭
司
判
官
復
一レ
旧
事

右
得
二
彼
司
解
一

、
司
家
判
官
二
員
、
依
二
太
政
官
去
天
長
二
年
十
二
月
廿

三
日
謄

　
勅
符
一、  

被
レ
減
二
次
官
一
員
一、  

判
官
一
員
、
史
生
五
人
一、  

而
今

年
料
之
鋳
倍
二
於
前
年
一、  

鋳
作
之
事
分
配
人
少
、
望
請
、
依
レ
旧
加
二
判
官
一

員
一、  

中
納
言
兼
左
近
衛
大
将
従
三
位
行
民
部
卿
清
原
真
人
夏
野
宣
奉

　
レ
勅
、

依
レ
請
、

　
　
天
長
五
年
二
月
十
七
日

　
こ
の
点
に
つ
い
て
栄
原
永
遠
男
氏
は
「
天
長
二
年
の
減
員
五
人
に
よ
っ
て
、
弘
仁

九
年
か
ら
五
員
が
そ
の
ま
ま
維
持
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
史
生
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
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し
ま
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
考
え
に
く
い
の
で
、
史
料
の
欠
落
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
」
と
し
て
、
史
料
の
欠
落
を
想
定
す
る
）
33
（

。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
弘
仁
格
」
の
有
効
法
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
天
長
二
年

以
降
の
周
防
国
「
鋳
銭
司
」
の
官
員
構
成
は
、
弘
仁
九
年
の
鋳
銭
使
定
員
〔
式
上

43
〕
に
よ
り
、

　
長
官
一
員
・
次
官
一
員
・
判
官
二
員
・
主
典
三
員
・
鋳
銭
師
二
員
・
造
銭
型
師
一

員
・
史
生
五
員

を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
史
生
定
員
は
、
延
暦
九
年
設
置
の
鋳
銭
司
史
生
改
定
〔
式
上

43
〕
に
よ
り
史
生
五
員
は
史
生
十
員
に
読
み
替
え
る
べ
き
も
の
と
し
て
配
列
さ
れ
て

い
た
と
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
る
。

　
こ
れ
以
後
の
史
生
定
員
の
変
遷
は
、
ま
ず
『
類
聚
三
代
格
』
天
長
四
年
七
月
三
日

官
符
に
「
応
下
省
二
史
生
一
員
一
置
中
医
師
上
事
」
と
あ
り
、史
生
定
員
を
一
員
削
り
、

医
師
定
員
に
振
り
替
え
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
つ
ぎ
『
類
聚
三
代
格
』
仁
寿
元
年
八

月
十
五
日
官
符
に
「
史
生
四
人
〈
減
二
一
員
一
定
二
三
員
一
〉」
と
あ
る
よ
う
に
四
員

の
定
員
を
さ
ら
に
一
員
を
減
員
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
類
聚
三
代
格
』
斉
衡
二
年

十
一
月
一
日
官
符
に
は
「
応
下
依
レ
旧
加
中
置
史
生
一
員
上
事
」
と
あ
り
「
件
史
生

一
員
、
依
二
太
政
官
符
仁
寿
元
年
八
月
十
五
日
符
一
減
除
、
…
…
望
請
、
依
レ
旧
加
二

置
件
員
一
」
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
仁
寿
元
年
の
減
員
を
復
旧
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
な
ら
ば
、

　
天
長
二
年
四
月
十
員
↓
天
長
二
年
十
二
月
五
員
↓
天
長
四
年
四
員
↓
仁
寿
元
年
三

員
↓
斉
衡
二
年
四
員

と
い
う
変
遷
が
妥
当
な
解
釈
で
あ
る
）
34
（

。

　
し
た
が
っ
て
、
天
長
二
年
の
史
生
減
員
五
員
を
合
理
的
に
解
釈
す
る
た
め
に
は
、

延
暦
九
年
設
置
の
鋳
銭
司
史
生
改
訂
〔
式
上
43
〕
に
よ
り
弘
仁
九
年
の
鋳
銭
使
定
員

〔
式
上
43
〕
に
み
え
る
「
史
生
五
員
」
は
「
史
生
十
員
」
に
読
み
替
え
る
べ
き
も
の

と
考
え
る
）
35
（

。
同
一
項
目
に
つ
い
て
複
数
の
「
弘
仁
格
」
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
編

纂
時
に
近
い
格
文
が
最
も
有
効
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
無
効
に
な
っ
た
部
分
も
残
さ

［官制からみた銭貨鋳造官司の変遷について］……仁藤敦史

れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
史
生
定
員
の
改
変
は
、
や
や
複
雑
で
あ
る
が

廃
鋳
銭
司（
山
城
）
↓
鋳
銭
使（
長
門
）
↓
鋳
銭
司（
周
防
）
と
い
う
変
遷
か
ら
、
廃

鋳
銭
司
の
規
定
が
鋳
銭
司
（
周
防
）
の
再
置
に
よ
り
、
鋳
銭
使
の
規
定
よ
り
も
さ
か

の
ぼ
っ
て
重
視
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　
そ
の
後
に
お
け
る
周
防
鋳
銭
司
の
官
員
組
織
の
改
編
を
概
観
す
る
な
ら
ば
、
ま
ず

弘
仁
九
年
に
官
位
は
廃
鋳
銭
司
、
秩
限
は
国
司
の
法
に
よ
る
と
し
て

長
官
一
員
　
次
官
一
員
　
判
官
二
員
　
主
典
三
員
　
鋳
銭
師
二
員
　
造
鋳
型
師

一
員
　
史
生
十
員
　

と
い
う
体
制
か
ら
出
発
す
る
）
36
（

。
そ
の
後
、
弘
仁
十
一
年
二
月
に
判
官
一
員
と
主
典
一

員
が
減
員
と
な
る
が
）
37
（

、
同
年
七
月
に
は
旧
に
復
す
る
）
38
（

。
天
長
二
年
に
は
次
官
一
員
・

判
官
一
員
・
史
生
五
員
の
大
幅
な
減
員
が
な
さ
れ
）
39
（

、

長
官
一
員
　
判
官
一
員
　
主
典
三
員
　
鋳
銭
師
二
員
　
造
鋳
型
師
一
員
　
史
生

五
員
　

と
い
う
編
成
と
な
る
。
さ
ら
に
天
長
四
年
に
は
史
生
定
員
一
員
を
医
師
一
員
に
振
り

替
え
）
40
（

、
同
五
年
に
は
判
官
が
一
員
増
加
）
41
（

、
仁
寿
元
年
に
は
主
典
一
員
・
史
生
一
員
・

鋳
銭
長
上
（
鋳
銭
師
）
一
員
が
減
員
と
な
る
）
42
（

。
最
終
的
に
は
斉
衡
二
年
の
史
生
一
員

の
増
加
に
よ
り
）
43
（

、

長
官
一
員

　
判
官
二
員

　
主
典
二
員

　
鋳
銭
師
一
員

　
造
鋳
型
師
一
員

　
史
生

四
員

　
医
師
一
員

　

と
い
う
編
成
と
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。『
延
喜
式
』
で
は
上
国
扱
い
の
守
一
員
・

介
一
員
・
掾
一
員
・
目
一
員
・
史
生
三
員
と
い
う
周
防
国
官
員
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、

次
官
を
除
け
ば
増
員
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
）
44
（

。

お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
銭
貨
鋳
造
官
司
の
編
成
を
官
司
の
格
付
け
や
史
生
定
員
の
変
化
な
ど

か
ら
考
察
し
た
。
従
来
、
そ
の
存
続
期
間
や
変
遷
が
不
明
確
で
あ
っ
た
鋳
銭
司
の
変

遷
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
私
見
を
述
べ
た
。
そ
の
成
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果
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
以
下
の
諸
点
を
最
後
に
確
認
し
て
お
き
た
い
。

①
文
武
三
年
の
鋳
銭
司
設
置
が
律
令
官
司
と
し
て
は
大
き
な
画
期
で
あ
り
、
催
鋳

銭
司
長
官
・
鋳
銭
司
（
河
内
）
長
官
・
河
内
国
守
の
官
位
相
当
が
従
五
位
上
で
同

じ
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
の
鋳
銭
司
に
全
国
監
督
の
役
割
を
持
た
せ
る
た
め

に
改
組
し
た
催
鋳
銭
司
は
京
内
官
司
で
は
な
く
、
一
時
的
に
河
内
国
を
帯
国
し
、

河
内
国
が
改
組
し
た
鋳
銭
司
（
河
内
）
を
拠
点
に
し
て
諸
国
の
鋳
銭
司
を
監
督
し

た
も
の
と
推
測
し
た
。

②
河
内
国
に
所
在
し
た
「
催
鋳
銭
司
―
河
内
鋳
銭
司
」
は
、
同
一
組
織
が
二
つ
の

役
割
（
全
国
鋳
銭
司
の
監
督
と
河
内
国
で
の
鋳
銭
事
業
）
を
遂
行
し
て
い
た
た
め
、

実
質
的
に
は
二
つ
の
名
称
が
使
い
分
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
明
確
に
区

分
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
、
機
能
と
し
て
は
全
国
鋳
銭
司
の
監
督
と

い
う
「
催
鋳
銭
司
」
の
役
割
と
河
内
国
に
お
け
る
鋳
銭
組
織
た
る
「
河
内
国
司
＝

河
内
鋳
銭
司
」
の
役
割
を
よ
り
一
体
化
し
て
、
そ
の
後
「
鋳
銭
寮
」
に
改
組
し
た

と
想
定
さ
れ
る
。

③
天
平
七
年
に
設
置
さ
れ
、
延
暦
元
年
ま
で
存
続
し
た
鋳
銭
司
は
、
河
内
・
田
原

の
二
司
体
制
へ
移
行
し
、天
平
九
年
に
史
生
が
二
司
分
の
十
六
員
に
増
員
さ
れ
た
。

④
延
暦
九
年
に
設
置
記
事
が
あ
り
、
弘
仁
七
年
ま
で
存
続
し
た
鋳
銭
司
が
山
城
国

岡
田
の
鋳
銭
司
に
相
当
す
る
。

⑤
「
弘
仁
格
」
の
有
効
法
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
天
長
二
年
以
降
の
周
防
国

「
鋳
銭
司
」
の
官
員
構
成
は
、弘
仁
九
年
の
鋳
銭
使
定
員
〔
式
上
43
〕
に
よ
り
、「
長

官
一
員
・
次
官
一
員
・
判
官
二
員
・
主
典
三
員
・
鋳
銭
師
二
員
・
造
銭
型
師
一
員
・

史
生
五
員
」
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
史
生
定
員
は
、
延
暦
九
年
設
置
の
鋳
銭
司
史

生
改
定
〔
式
上
43
〕
に
よ
り
史
生
五
員
は
史
生
十
員
に
読
み
替
え
る
べ
き
も
の
と

し
て
配
列
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
想
定
は
、
天
長
以
後
の
史
生
定
員
の
変
遷
に
お
い

て
妥
当
性
を
有
す
る
。

な
ど
の
点
を
指
摘
し
た
。
周
防
鋳
銭
司
段
階
の
周
防
国
司
と
の
関
係
や
、
具
体
的
な

鋳
銭
時
期
と
の
関
連
な
ど
に
つ
い
て
は
検
討
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
は
今
後

（
1
）　
令
制
で
、
鋳
造
を
担
当
す
る
官
司
は
本
来
、
典
鋳
司
で
あ
っ
た
が
、
官
司
と
し
て
の
活
動
は

不
活
発
で
あ
り
、
印
の
鋳
造
な
ど
に
つ
い
て
は
鍛
治
司
や
内
匠
寮
な
ど
が
、
そ
の
役
割
を
果
た

し
た
こ
と
は
別
稿
で
論
じ
た
。
拙
稿
「
内
匠
寮
の
成
立
と
そ
の
性
格
」（『
古
代
王
権
と
官
僚
制
』

臨
川
書
店
、二
〇
〇
〇
年
、初
出
一
九
八
五
年
）、同
「
公
印
鋳
造
官
司
の
変
遷
に
つ
い
て
」（『
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
七
九
、一
九
九
九
年
）、
同
「
書
評
　
芳
之
内
圭
『
日
本
古

代
の
内
裏
運
営
機
構
』」（『
史
学
雑
誌
』
一
二
二
―
一
二
、二
〇
一
三
年
）
参
照
。

（
2
）　
す
で
に
八
木
充
氏
は
、
文
書
行
政
上
に
お
い
て
太
政
官
と
鋳
銭
司
は
、
太
政
官
符
と
鋳
銭
司

解
文
に
よ
り
直
接
や
り
と
り
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
鋳
銭
司
は
太
政
官
の
直
轄
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
（「
周
防
鋳
銭
司
小
考
」『
山
口
大
学
文
学
会
志
』
一
七
―
一
、

一
九
六
六
年
）、
後
述
す
る
よ
う
に
『
弘
仁
格
抄
』
の
配
列
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
論
証
で
き
る
。

な
お
、
栄
原
永
遠
男
「
鋳
銭
司
の
組
織
と
生
産
体
制
」（『
日
本
古
代
銭
貨
研
究
』
清
文
堂
、

二
〇
一
一
年
、
初
出
二
〇
〇
三
年
）
は
、
地
方
に
置
か
れ
た
「
鋳
銭
使
」
も
太
政
官
に
解
を

出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
太
政
官
直
属
で
あ
っ
た
と
す
る
。

（
3
）　
中
村
一
紀
「
鋳
銭
司
の
所
在
地
に
つ
い
て
」（『
書
陵
部
紀
要
』
二
四
、一
九
七
二
年
）。

（
4
）　
中
村
一
紀
註（
3
）前
掲
論
文
。
八
木
充「
山
陽
道
の
銅
産
と
鋳
銭
司
」（
福
尾
猛
市
郎
編『
内

海
産
業
と
水
運
の
史
的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）、
同
「
周
防
鋳
銭
司
小
考
」（
註

（
2
）
前
掲
論
文
）、同
「
周
防
鋳
銭
司
と
鋳
銭
司
遺
跡
」（『
日
本
古
代
組
織
の
研
究
』
塙
書
房
、

一
九
八
六
年
、
初
出
一
九
七
二
年
）、
同
「
周
防
鋳
銭
司
の
歴
史
と
銅
銭
鋳
造
」（
山
口
県
教
育

委
員
会
『
周
防
鋳
銭
司
跡
』
一
九
七
八
年
）、
栄
原
永
遠
男
「
鋳
銭
司
の
変
遷
」（『
日
本
古
代

銭
貨
流
通
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
三
年
、
初
出
一
九
七
七
年
）、
同
「
日
本
古
代
銭
貨

の
鋳
造
組
織
」（
同
前
、
初
出
一
九
七
九
年
）、
同
「
鋳
銭
司
の
組
織
と
生
産
体
制
」
註
（
2
）

前
掲
論
文
な
ど
。

（
5
）　『
藤
原
宮
木
簡
一
解
説
』（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
一
九
七
八
年
）、
木
簡
番
号
一
。

（
6
）　『
日
本
書
紀
』
天
智
十
年
三
月
庚
子
条
。

（
7
）　
狩
野
本
『
類
聚
三
代
格
』
天
長
二
年
四
月
七
日
官
符
所
引
の
弘
仁
九
年
三
月
七
日
官
符
に
は

「
停
二
長
門
国
司
一、  

新
置
二
鋳
銭
使
一
」
と
あ
る
。

（
8
）　
ち
な
み
に
、
大
国
と
大
寮
の
四
等
官
官
位
相
当
は
、
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
（
守
と
頭
は
従

五
位
上
、
介
と
助
は
正
六
位
下
、
大
掾
と
大
允
は
正
七
位
下
、
少
掾
と
少
允
は
従
七
位
上
、
大

目
と
大
属
は
従
八
位
上
、
少
目
と
少
属
は
従
八
位
下
）。

（
9
）　『
続
日
本
紀
』
霊
亀
元
年
九
月
癸
亥
条
。
ち
な
み
に
、
多
治
比
氏
は
河
内
国
多
比
郡
と
の
関

係
が
想
定
さ
れ
る
。

（
10
）　
河
内
守
は
和
銅
元
年
三
月
に
任
命
さ
れ
た
石
川
年
足
以
降
、
養
老
元
年
の
下
賀
茂
吉
備
麻
呂

註
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の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。
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ま
で
し
ば
ら
く
任
命
記
事
が
欠
け
て
い
る
。

（
11
）　
栄
原
永
遠
男
「
鋳
銭
司
の
変
遷
」（
註
（
4
）
前
掲
論
文
）
で
は
、「
河
内
鋳
銭
司
」
が
寮
に

昇
格
後
、
神
亀
三
年
ま
で
に
平
城
京
に
移
転
し
「
鋳
銭
寮
」
に
な
っ
た
と
す
る
が
、
同
「
鋳
銭

司
の
組
織
と
生
産
体
制
」（
註
（
2
）
前
掲
論
文
）
で
は
、「
催
鋳
銭
司
」
が
「
鋳
銭
寮
」
に

な
っ
た
と
し
て
、考
え
を
改
め
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
河
内
鋳
銭
司
」
と
「
催
鋳
銭
司
」

（
京
内
）
は
設
置
場
所
を
異
に
し
た
別
組
織
と
解
釈
し
て
い
る
。
な
お
、
同
「
鋳
銭
司
の
変
遷
」

の
旧
稿
に
お
い
て
は
「
鋳
銭
寮
」
が
河
内
に
所
在
し
た
可
能
性
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
12
）　
同
時
期
の
霊
亀
二
年
前
後
に
離
宮
を
支
援
す
る
た
め
吉
野
監
と
和
泉
監
が
吉
野
地
域
と
和
泉

国
を
管
轄
す
る
特
別
行
政
区
画
と
し
て
設
置
さ
れ
た
こ
と
も
、
国
単
位
に
特
殊
な
役
割
を
与

え
た
当
該
期
の
同
様
な
政
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
拙
稿
「
古
代
の
行
幸
と
離
宮
」（『
条

里
制
・
古
代
都
市
研
究
』
一
九
、二
〇
〇
三
年
）。

（
13
）　『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
一
―
三
六
五
頁
。

（
14
）　
前
掲
註
（
11
）
参
照
。

（
15
）　
令
前
の
大
宰
総
領
も
、
一
国
を
超
え
る
広
域
行
政
権
限
と
治
所
の
あ
る
国
の
行
政
と
い
う
二

つ
の
役
割
を
同
一
官
司
が
こ
な
し
て
い
た
。
拙
稿
「
広
域
行
政
区
画
と
し
て
の
大
宰
総
領
制
」

（『
国
史
学
』
二
一
四
、二
〇
一
五
年
）。

（
16
）　『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
二
―
一
五
〇
・
一
五
一
頁
。

（
17
）　
栄
原
永
遠
男
註
（
4
）
前
掲
論
文
。

（
18
）　
梅
原
末
治
「
銭
司
ノ
遺
跡
」（『
京
都
府
史
磧
勝
地
調
査
会
報
告
』
四
、一
九
二
三
年
）
は
、

奈
良
期
に
お
け
る
「
岡
田
鋳
銭
司
」
の
操
業
を
想
定
し
、
栄
原
永
遠
男
註
（
4
）
前
掲
論
文
も

こ
の
見
解
を
継
承
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、後
述
す
る
よ
う
に
岡
田
に
所
在
し
た
「
旧
鋳
銭
司
」

は
弘
仁
九
年
以
前
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
延
暦
九
年
か
ら
弘
仁
七
年
ま
で

存
続
し
た
平
安
初
期
の
「
鋳
銭
司
」
に
相
当
す
る
可
能
性
は
高
い
が
、
さ
ら
に
古
く
か
ら
奈

良
期
の
「
鋳
銭
司
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
明
証
は
、
梅
原
論
文
が
指
摘
す
る
不
明
確
な
坩

堝
の
編
年
以
外
に
は
存
在
し
な
い
。
仮
に
奈
良
期
に
鋳
造
を
お
こ
な
っ
て
い
て
も
、
岡
田
に

鋳
銭
司
が
所
在
し
た
か
は
確
認
で
き
な
い
（
葛
野
の
よ
う
に
「
鋳
造
所
」
と
い
う
名
称
で
あ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
）。
一
方
で
河
内
鋳
銭
司
＝
鋳
銭
寮
も
当
該
期
に
は
史
料
が
見
え
な
い
の
で
、

田
原
と
岡
田
の
二
司
体
制
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
大
和
の
「
田
原
鋳
銭
司
」
に
対

し
て
山
城
国
の
岡
田
鋳
銭
司
が
地
名
を
冠
し
な
い
格
上
の
「
鋳
銭
長
官
」
と
す
る
の
は
不
自

然
で
あ
る
。
な
お
、
岡
田
に
近
い
泉
狛
村
か
ら
「
銭
形
料
土
」
を
運
ん
だ
と
の
記
載
は
（
史

料
13
）、
良
質
粘
土
の
産
地
で
は
あ
っ
て
も
当
地
で
鋳
造
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な

い
。
な
お
、八
木
充
註
（
2
）
前
掲
論
文
で
は
、根
拠
は
明
ら
か
で
な
い
が
、私
見
と
同
様
に
「
田

原
鋳
銭
司
」
が
更
に
置
か
れ
た
と
す
る
。

（
19
）　『
大
日
本
古
文
書
』
編
年
一
六
―
二
八
五
頁
。

（
20
）　
利
光
三
津
夫
「
神
功
銭
鋳
造
を
め
ぐ
る
史
的
考
察
」（『
続
・
律
令
制
と
そ
の
周
辺
』

一
九
七
三
年
、
初
出
一
九
七
〇
年
）。

（
21
）　
栄
原
永
遠
男
「
鋳
銭
司
の
変
遷
」（
註
（
4
）
前
掲
論
文
）。

（
22
）　
中
村
一
紀
「
鋳
銭
司
の
上
級
官
司
に
つ
い
て
」（『
続
日
本
紀
研
究
』
一
九
六
、一
九
七
八
年
）

に
も
単
一
官
司
と
し
て
は
多
い
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
23
）　『
類
聚
三
代
格
』
天
長
四
年
七
月
三
日
官
符
。

（
24
）　
な
お
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
二
年
十
一
月
八
日
条
に
は
、「
山
城
国
葛
野
郡
鋳
銭
所
」

が
見
え
る
。「
鋳
銭
所
」
と
あ
り
「
鋳
銭
司
」
と
な
っ
て
い
な
い
の
は
、「
周
防
鋳
銭
司
」
と

の
区
別
の
た
め
か
。

（
25
）　『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
、
弘
仁
九
年
四
月
十
五
日
官
符
、
狩
野
本
『
類
聚
三
代
格
』
天
長
二

年
四
月
七
日
官
符
。

（
26
）　
先
述
し
た
よ
う
に
栄
原
永
遠
男
註
（
4
）
前
掲
論
文
は
梅
原
末
治
「
銭
司
ノ
遺
跡
」（
註

（
18
）
前
掲
論
文
）
に
従
っ
て
、奈
良
期
ま
で
岡
田
鋳
銭
司
の
存
在
を
さ
か
の
ぼ
ら
せ
て
い
る
が
、

文
献
か
ら
確
実
な
の
は
弘
仁
九
年
以
前
に
岡
田
に
鋳
銭
司
が
存
在
し
た
こ
と
だ
け
で
あ
る
。

（
27
）　『
弘
仁
格
抄
』
の
本
文
に
「
通
番
」（
通
し
番
号
）
お
よ
び
「
編
番
」（
編
別
番
号
）
を
付
し

た
が
、
通
番
は
笠
井
純
一
「『
弘
仁
格
抄
』
と
『
弘
仁
格
』
逸
文
」（『
金
沢
大
学
教
養
部
論
集
』

人
文
科
学
篇
二
三
―
二
、一
九
八
六
年
）
に
、
編
番
は
福
井
俊
彦
「
弘
仁
格
の
編
纂
方
針
に
つ

い
て
」（『
史
観
』
九
八
、一
九
七
八
年
）、
同
「
霊
亀
三
年
五
月
十
一
日
勅
に
つ
い
て
」（『
日

本
歴
史
』
三
八
五
、一
九
八
〇
年
）、
同
篇
『
弘
仁
格
の
復
原
的
研
究
』
民
部
上
・
中
・
下
篇

（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
・
九
〇
・
九
一
年
）
に
依
拠
し
た
。
以
下
の
具
体
的
な
格
文
の
復
原

は
、
仁
藤
敦
史
・
服
部
一
隆
編
「
復
原
弘
仁
格
史
料
集
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

一
三
五
、二
〇
〇
七
年
）
に
依
拠
す
る
。

（
28
）　
八
木
充
「
山
陽
道
の
銅
産
と
鋳
銭
司
」（
註
（
4
）
前
掲
論
文
）。
　

（
29
）　
栄
原
永
遠
男
「
鋳
銭
司
の
変
遷
」（
註
（
4
）
前
掲
論
文
）。

（
30
）　
関
晃
監
修
・
熊
田
亮
介
校
注
解
説
『
狩
野
文
庫
本
類
聚
三
代
格
』
吉
川
弘
文
館
、一
九
八
九
年
。

（
31
）　
拙
稿
「「
弘
仁
格
」
か
ら
み
た
辺
要
国
規
定
」（
吉
村
武
彦
編
『
日
本
古
代
の
国
家
と
王
権
・

社
会
』
塙
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
に
お
い
て
も
論
じ
た
が
、「
弘
仁
式
部
格
」
前
半
の
配
列
は
、

冒
頭
か
ら
神
祇
官
（
卜
部
・
斎
宮
寮
）・
太
政
官
（
大
納
言
・
中
納
言
）・
式
部
省
（
大
学
寮
）・

中
務
省
（
内
匠
寮
・
内
蔵
寮
・
縫
殿
寮
・
図
書
寮
・
内
礼
司
・
大
舎
人
寮
）・
宮
内
省
（
造
酒
司
・

主
水
司
・
木
工
寮
・
典
薬
寮
）・
治
部
省
（
雅
楽
寮
）・
民
部
省
（
主
計
寮
）・
兵
部
省
（
鼓
吹

司
）・
弾
正
台
の
よ
う
に
並
べ
ら
れ
て
お
り
、
式
部
格
で
あ
る
こ
と
の
た
め
か
中
務
と
式
部
の

順
序
が
逆
転
し
、
関
連
格
が
多
い
宮
内
省
が
そ
の
次
に
繰
り
上
が
っ
て
い
る
以
外
は
お
お
む

ね
二
官
八
省
の
序
列
に
従
っ
て
配
列
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
神
祇
官
（
式
上
1
・
2
）・

太
政
官
（
式
上
3
・
4
）・
式
部
省
（
式
上
5
〜
8
）・
中
務
省
（
式
上
9
〜
20
）・
宮
内
省
（
式

上
21
〜
22
・
27
）・
治
部
省
（
式
上
28
・
29
）・
民
部
省
（
式
上
30
）・
兵
部
省
（
式
上
31
）・
弾

正
台
（
式
上
32
） 

の
二
官
八
省
の
序
列
を
基
本
と
し
、
そ
の
後
は
外
官
職
員
（
式
上
40
・
41
）、

八
省
外
（
式
上
42
〜
46
）、
さ
ら
に
は
職
員
令
に
対
す
る
東
宮
職
員
令
と
し
て
春
宮
坊
（
式
上

47
）
を
配
列
す
る
論
理
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。〔
式
上
22
〕
の
主
水
司
の
水
部
に
関
連
し
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て
雑
色
人
の
採
用
に
か
か
わ
る
勘
籍
（
式
上
23
〜
26
）
や
〔
式
上
32
〕
の
弾
正
台
官
員
に
関

連
し
て
弾
正
台
の
職
掌
（
式
上
33
〜
36
）
お
よ
び
、〔
式
上
37
〕
の
弾
正
台
の
台
掌
設
置
に
関

係
し
て
掌
類
（
式
上
38
・
39
）
な
ど
の
格
も
挿
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
そ
の
後
、
外
官
職
員
、
太
政
官
直
属
の
八
省
管
轄
外
（
鋳
銭
司
・
斎
院
司
・
斎
宮
主
神
司
）、

東
宮
坊
な
ど
の
配
列
論
理
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
間
に
は
勘
籍
や
弾
正
台
職
掌
な

ど
の
格
も
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
に
よ
れ
ば
、
京
官
以
外
の
地
方
官
、
令
外
官
、

太
政
官
直
轄
な
ど
の
属
性
を
重
視
し
て
、
鋳
銭
司
・
鋳
銭
使
関
係
格
は
斎
院
司
・
斎
宮
主
神

司
と
と
も
に
後
半
に
配
列
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
32
）　
拙
稿
「「
弘
仁
格
」
の
編
纂
方
針
」（『
古
代
王
権
と
官
僚
制
』
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
、

初
出
一
九
九
五
年
）。
た
と
え
ば
、「
弘
仁
格
」
に
は
弘
仁
九
年
の
修
理
職
設
置
の
格
は
掲
載

さ
れ
て
い
な
い
が
、
天
長
三
年
に
修
理
職
が
木
工
寮
に
併
合
さ
れ
た
た
め
、
天
長
期
に
は
す

で
に
有
効
法
で
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
反
映
し
て
い
る
。
川
尻
秋
生
「
弘
仁
格
抄
」（『
国

史
大
系
書
目
解
題
』
下
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）、
六
四
六
頁
に
お
い
て
も
、「『
弘

仁
格
』
撰
上
後
の
改
変
」
と
し
て
天
長
期
の
改
変
事
例
を
紹
介
す
る
。

（
33
）　
栄
原
永
遠
男
「
鋳
銭
司
の
組
織
と
生
産
体
制
」（
註
（
2
）
前
掲
論
文
）、二
〇
三
頁
。
な
お
、

八
木
充
「
周
防
鋳
銭
司
の
歴
史
と
銅
銭
鋳
造
」（
註
（
4
）
前
掲
論
文
）、六
七
頁
の
第
二
表
「
周

防
鋳
銭
司
官
員
表
」
は
、
天
長
二
年
四
月
の
史
生
定
員
を
正
し
く
十
員
と
す
る
が
、
そ
の
根

拠
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
34
）　
な
お
、
栄
原
永
遠
男
「
鋳
銭
司
の
組
織
と
生
産
体
制
」（
註
（
2
）
前
掲
論
文
）、
二
百
三
頁

の
表
三
「
鋳
銭
司
史
生
数
の
変
遷
」
に
は
、
天
長
四
年
官
符
の
史
生
定
員
を
一
員
削
り
、
医

師
定
員
に
振
り
替
え
る
こ
と
が
欠
落
し
て
い
る
。

（
35
）　
註
（
31
）
前
掲
拙
稿
に
お
い
て
、
近
衛
府
﹇
兵
部
1
﹈・
中
衛
府
﹇
兵
部
2
﹈
の
格
に
つ
い

て
弘
仁
十
年
当
時
の
左
右
近
衛
府
の
規
定
に
読
み
替
え
る
べ
き
こ
と
を
論
じ
た
。
川
尻
秋
生

「
弘
仁
格
抄
」（
註
（
31
）
前
掲
論
文
）、
六
四
一
〜
六
四
五
頁
に
お
い
て
も
「
読
み
替
え
」
の

事
例
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
36
）　『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
、
弘
仁
九
年
四
月
十
七
日
官
符
、『
日
本
紀
略
』
弘
仁
九
年
三
月
庚
寅

（
七
日
）
条
。

（
37
）　『
類
聚
国
史
』
巻
百
七
、
鋳
銭
司

　
弘
仁
十
一
年
二
月
丙
戌
条
。

（
38
）　『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
、
弘
仁
十
一
年
七
月
十
日
官
符
。

（
39
）　『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
、
天
長
五
年
二
月
十
七
日
官
符
所
引
天
長
二
年
十
二
月
二
十
三
日
謄

勅
符
。

（
40
）　『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
、
天
長
四
年
七
月
三
日
官
符
。

（
41
）　『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
、
天
長
五
年
二
月
十
七
日
官
符
。

（
42
）　『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
、
仁
寿
元
年
八
月
十
五
日
官
符
。

（
43
）　『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
、
斉
衡
二
年
十
一
月
一
日
官
符
。

（
44
）　
た
だ
し
、
周
防
国
は
、
元
下
国
扱
い
で
あ
っ
た
が
、『
類
聚
三
代
格
』
巻
五
、
貞
観
七
年
三

月
九
日
官
奏
で
介
を
置
き
、
同
嘉
祥
二
年
三
月
二
十
八
日
官
符
で
大
目
・
小
目
を
置
い
た
と

あ
る
。
ま
た
『
延
喜
式
』
式
部
上
95
諸
国
史
生
条
に
は
周
防
国
の
史
生
は
中
国
に
準
じ
て
三

人
と
あ
る
（
大
国
史
生
は
四
人
）。

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

（
二
〇
一
五
年
二
月
一
二
日
受
付
、
二
〇
一
七
年
七
月
三
一
日
審
査
終
了
）


